
参考資料

①2014年度（平成26年度）の病床機能ごとの患者数（人日） ⇒平成25年度NDBデータを基に算出

年度 高度急性期 急性期 回復期 慢性期 在宅医療等 精神 結核 感染症
2014 2,104 5,496 4,391 9,057 0 5,237 101 0

②2025年度（平成37年度）の病床機能ごとの医療需要（人日）　

年度 高度急性期 急性期 回復期 慢性期 在宅医療等 精神 結核 感染症
2025 2,390 7,443 7,688 7,990 0 6,017 134 0

③2023年度（平成35年度）までの病床機能別患者数（人日）

年度 高度急性期 急性期 回復期 慢性期 在宅医療等 精神 結核 感染症
2023 2,338 7,089 7,089 8,184 0 5,875 128 0

④2014年度（平成26年度）の病床機能ごとの入院１日当たりの単価（円）⇒平成25年度NDBデータを基に算出

年度 高度急性期 急性期 回復期 慢性期 在宅医療等 精神 結核 感染症
2014 117,388 47,337 29,158 23,577 0 15,844 33,037 33,037

⑤推計年度までの入院医療費推計（千円）

　⇒③×④×365×診療報酬改定の影響×高度化等の要因による伸び率

年度 高度急性期 急性期 回復期 慢性期 在宅医療等 精神 結核 感染症
2023 116,800,202 142,805,397 87,956,878 82,113,458 0 39,612,440 1,796,122 0

計

471,084,496

-1.31%（2016報酬改定） 18.14%（2014～2023）

病床機能の分化及び連携の推進の成果を踏まえた医療費の推計方法

　⇒高度急性期・急性期・回復期・慢性期は国が示した必要病床数に基づく推計値
　　精神・結核・感染症はH26患者調査を基に算出

　

　⇒①、②から線形補正し算出
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